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表 指導計画（Ａ Ｂ Ｃは表 の実践Ａ 実践Ｂ 実践Ｃをさす）
※ 「高齢者にふさわしい衣服」の授業内容を一部改善して行った。
※ 介護保険制度など福祉の内容を加えて行った。
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勤務校である智辯学園和歌山中学校（3 年生）と開智高等学校（1 年生）の 2 校で実践した。 
また、学部授業「中等家庭科教育法Ｂ」の中で教材開発研究の内容として講義をしたり、実際の授業を学生
に見せたりすることで、研究の成果を学生に還元した。 
表 年 月～ 年 月の活動
年月 内容 備考
年 月～ 月 智辯学園和歌山中学校での実践（実践Ａ）
年 月～ 月 開智高等学校での実践（実践Ｂ） 今村 授業参観・協議
年 月～ 月 開智高等学校での実践（実践Ｃ） 今村 授業参観・協議
村田 学生 名授業参観・協議
年 月 中等家庭科教育法Ｂ 実地指導講師 学生 名受講
年 月～ 月 智辯学園和歌山中学校での実践（実施中）
３．授業実践
（１）指導計画
2018 年 1 月～11 月に各校で実
践した指導計画は表 2 の通りで




材 4 ※1）と追加した 3 時間（小
題材 5～7）の実践について報告
する（表中の網掛け部分）。




























































































































































































































































































































































































































































































なお、本実践内容の一部を日本家庭科教育学会第 49 回近畿地区大会（8 月 18 日、於：大阪教育大学天王
寺キャンパス）において発表した。
「高齢者が生き生きと自立するために」授業後の感想（ 年度 智辯中）
・バス待ちの時に夫婦で楽しそうに散歩しているおじいちゃんとおばあちゃんがいます。私にいつも勉強につい
て話をしてくれます。元教師だそうです。教師として生徒に何かを伝えたいのだと思います。高齢者と明るく関
わっていく社会が作れたら素敵だなと思いました。 
・若者だけでなく高齢者も活躍できるようなアクティブな社会を作っていけば明るい生活が増えると思いまし
た。また、高齢者と若者でお互いに不足した部分を色々な仕事で補っていくような生活ができるといいなと思い
ました。 
・少子高齢化社会という暗い雰囲気のことばをよく聞きますが、生き生きと生活を楽しむ高齢者の行動を聞いて、
明るい気持ちになりました。また、地域のためにしてくれている活動に感謝しようと思いました。これから増え
ていく高齢者が楽しく暮らせるようにすれば明るい社会になると思います。 
・高齢者と言っても、すべての人が動けなくなっているわけではなく、元気に生活している人がいるので、横石
さんが言ったように出番を私たち若者が作り、協力して社会をつくりあげていくことが大切だと思いました。 
 
「磯野家をリフォームしよう」授業後の感想（ 年度 智辯中）
・高齢者がすごしやすくなるための工夫はたくさんあることがわかったので、祖父母の家にも何か工夫できるこ
とはないか考えてみようと思う。 
・リフォームで快適な生活はできるようになるけれど、和の文化がなくなってしまうのはさみしいと思った。 
・私たちは生活しにくいと感じることが少ないので、案を出すのは難しかった。 
・若いころに家を建てる場合には高齢者になったときのことも考えて設計する必要があると思った。 
・健康で長生きするために家のリフォームも大切だなと感じました。祖父母の家にも変えなければならないとこ
ろがたくさんあると思うので、それも提案してみたいです。 
・いろいろな意見が出たが、全てやるのは難しいし、高齢者が面倒くさいと感じるのではないかと思った。より
快適に暮らしてもらえるように、自分たち（孫や子ども）から働きかける必要があると感じた。 
・昔の生活から今の生活に変化しているところに波平や舟がついていけるようにフォローするのも大事だと思っ
た。 
・リフォームしなくてもグッズやちょっとした工夫でもバリアフリーにつながると思いました。 
